
省

令

別
表
宇
都
宮
地
方
法
務
局
の
部
大
田
原
支
局
の
款
同

支
局
の
項
管
轄
区
域
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

栃
木
県
の
内

大
田
原
市

矢
板
市

那
須
塩
原
市

那
須
郡
の
内

那
須
町

規

則

告

示

平成™˜年�月™˜日 火曜日 第œ˜˜�号官 報

別
表
宇
都
宮
地
方
法
務
局
の
部
大
田
原
支
局
の
款
黒

磯
出
張
所
の
項
を
削
る
。

第
二
条

登
記
事
務
委
任
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
法
務
府

令
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
真
岡
支

局
」
の
下
に
「
、
大
田
原
支
局
」
を
加
え
、
同
項
を
同

条
と
す
る
。

第
六
条
の
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
橋
地
方
法
務
局
高
崎
支
局
、
富
岡
支
局
及
び
藤

岡
出
張
所
の
管
轄
に
属
す
る
商
業
登
記
の
事
務
（
商

業
登
記
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
の
請

求
に
係
る
事
務
を
除
く
。）は
、
前
橋
地
方
法
務
局
で

取
り
扱
わ
せ
る
。

第
三
十
四
条
中
「
延
岡
支
局
」
を
「
都
城
支
局
、
延

岡
支
局
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
八
月
三
日
か
ら
施
行
す

る
。
た
だ
し
、
第
二
条
中
登
記
事
務
委
任
規
則
第
三
十
四

条
の
改
正
規
定
は
同
月
二
十
四
日
か
ら
、
同
規
則
第
六
条

の
二
の
改
正
規
定
は
同
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
院
は
、
一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
一
五
e

一
四
（
職

員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
）
の
一
部
改
正
に
関
し

次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
一
日

人
事
院
総
裁

谷

公
士

人
事
院
規
則
一
五
e

一
四
e

二
四

人
事
院
規
則
一
五
e

一
四
（
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
日
及
び
休
暇
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規

則

人
事
院
規
則
一
五
e

一
四
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日

及
び
休
暇
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
ホ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ホ

保
護
観
察
所
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
当
直
勤
務

\

保
護
観
察
に
付
さ
れ
保
護
観
察
所
に
居
住
し

て
い
る
者
に
対
す
る
指
導
監
督
及
び
補
導
援
護

の
た
め
の
当
直
勤
務

]

\
に
規
定
す
る
者
に
対
す
る
保
護
観
察
の
た

め
の
調
査
に
お
け
る
関
係
人
に
対
す
る
質
問
等

の
た
め
の
当
直
勤
務
（
\
に
掲
げ
る
勤
務
を
除

く
。）

第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
中
ヘ
を
削
り
、ト
を
ヘ
と
し
、

チ
か
ら
ワ
ま
で
を
ト
か
ら
ヲ
ま
で
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
人
事
院
規
則
九
e

一
五
の
一
部
改
正
）

２

人
事
院
規
則
九
e

一
五
（
宿
日
直
手
当
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
三
号
中
「
ホ
、
チ
（
\
を
除
く
。）

か
ら
ヌ
ま
で
、
ヲ
並
び
に
ワ
^
及
び
b
」
を
「
ホ
\
、

ト
（
\
を
除
く
。）か
ら
リ
ま
で
、
ル
並
び
に
ヲ
^
及
び

b
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
十
三
条
第
一
項
第

三
号
チ
\
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
ト
\
」
に

改
め
る
。

住
所
京
都
市
西
京
区
大
枝
南
福
西
町
２
丁
目
1
5番
地
1
0

レ
・
タ
イ
ン
・
ホ
ア
ン
昭
和
4
8年
４
月
1
8日
生

ビ
ン
ダ
・
ダ
リ
ア
昭
和
5
4年
３
月
1
1日
生

レ
・
ル
リ
平
成
1
8年
１
月
2
6日
生

レ
・
コ
ハ
ル
平
成
2
0年
４
月
３
日
生

レ
・
ヒ
ヨ
リ
平
成
2
0年
４
月
３
日
生

住
所
東
京
都
中
野
区
弥
生
町
２
丁
目
3
1番
９
`
3
0
3号

松
本
卓
駿
平
成
1
4年
５
月
1
1日
生

住
所
東
京
都
中
野
区
弥
生
町
２
丁
目
3
1番
９
`
3
0
3号

鄭
錦
淑
昭
和
3
1年
２
月
４
日
生

住
所
東
京
都
文
京
区
本
駒
込
６
丁
目
1
0番

2
5号

ホ
セ
・
エ
ン
リ
ケ
・
デ
・
ア
ル
マ
ス
・
ペ
レ
ス
昭
和

5
0年
５
月
８
日
生

住
所

神
奈
川
県
相
模
原
市
富
士
見
６
丁
目
３
番
３
`

3
0
7号
侯
佳

昭
和
4
4年
６
月
2
6日
生

侯
‹
安
平
成
５
年
1
2月
５
日
生

侯
咏
辰
平
成
８
年
５
月
1
4日
生

住
所
東
京
都
府
中
市
是
政
４
丁
目
４
番
地
2
2

朴
太
玉
昭
和
5
2年
５
月
1
6日
生

住
所

東
京
都
西
東
京
市
西
原
町
３
丁
目
７
番
Ｂ
`

5
3
1

号安
紅
£
昭
和
4
7年
２
月
1
4日
生

林
俊
旭
平
成
1
8年

1
1月
７
日
生

〇
法
務
省
令
第
三
十
三
号

総
合
法
律
支
援
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
四
号
）

第
五
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
総
合
法
律
支
援
法
施
行

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
一
日

法
務
大
臣

森

英
介

総
合
法
律
支
援
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令

総
合
法
律
支
援
法
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
法
務
省
令

第
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
「
同
条
」
を
「
法
第
五
条
」
に
改
め
、「
国
選

付
添
人
を
い
う
。）」
の
下
に「（
以
下
「
国
選
弁
護
人
等
」

と
い
う
。）」
を
、「
国
選
被
害
者
参
加
弁
護
士
を
い
う
。」の

下
に
「
以
下
同
じ
。」を
加
え
る
。

第
二
十
一
条
を
第
二
十
二
条
と
し
、
第
六
条
か
ら
第
二

十
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
条
の
次
に
次
の

一
条
を
加
え
る
。

（
報
酬
及
び
費
用
に
関
す
る
調
査
）

第
六
条

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
法
第
三
十
条
第
一
項
第
三

号
に
規
定
す
る
業
務
の
適
正
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
国
選
弁
護
人
等
及
び

国
選
被
害
者
参
加
弁
護
士
の
報
酬
及
び
費
用
に
関
し
、

そ
の
事
務
に
つ
い
て
必
要
な
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
法
務
省
令
第
三
十
四
号

手
形
法
（
昭
和
七
年
法
律
第
二
十
号
）
第
八
十
三
条
及

び
小
切
手
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
六
十
九

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和
八
年
司
法
省
令
第
三
十
八
号

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
一
日

法
務
大
臣

森

英
介

昭
和
八
年
司
法
省
令
第
三
十
八
号
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

昭
和
八
年
司
法
省
令
第
三
十
八
号
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
中
千
歳
手
形
交
換
所
の
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

〇
法
務
省
令
第
三
十
五
号

法
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
三
号
）
第

十
九
条
第
二
項
及
び
第
二
十
条
第
二
項
並
び
に
商
業
登
記

法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
二
条
（
他

の
法
令
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規

定
に
基
づ
き
、
法
務
局
及
び
地
方
法
務
局
の
支
局
及
び
出

張
所
設
置
規
則
及
び
登
記
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
一
日

法
務
大
臣

森

英
介

法
務
局
及
び
地
方
法
務
局
の
支
局
及
び
出
張
所
設

置
規
則
及
び
登
記
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

第
一
条

法
務
局
及
び
地
方
法
務
局
の
支
局
及
び
出
張
所

設
置
規
則
（
平
成
十
三
年
法
務
省
令
第
十
二
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
四
十
二
号

左
記
の
者
の
申
請
に
係
る
日
本
国
に
帰
化
の
件
は
、
こ

れ
を
許
可
す
る
。

平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
一
日

法
務
大
臣

森

英
介

住
所
埼
玉
県
川
口
市
西
川
口
３
丁
目
1
4番

1
4
`
5
1
1号

李
継
泰
昭
和
5
6年
９
月
2
5日
生

住
所
名
古
屋
市
南
区
鳥
山
町
３
丁
目
1
5番
地
２

舒
璽
蓉
昭
和
5
7年
２
月
1
6日
生

住
所
千
葉
県
松
戸
市
根
本
4
6
1番
地

張
興
昭
和
5
0年

1
1月

1
9日
生

住
所
神
奈
川
県
相
模
原
市
南
橋
本
３
丁
目
６
番
3
1号

ア
ス
ト
ン
・
カ
フ
・
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
昭
和
5
5年
９
月

2
2日
生

住
所
千
葉
県
市
川
市
菅
野
５
丁
目
３
番
１
号

シ
オ
ア
ペ
・
ラ
ト
ゥ
ー
・
ホ
ラ
ニ
昭
和
5
7年

1
2月

2
9

日
生

住
所
東
京
都
港
区
海
岸
３
丁
目
９
番
4
0
`
1
1
0
1号

ヘ
イ
ゼ
ル
・
ペ
ナ
ロ
ッ
サ
・
キ
ム
昭
和
4
9年
６
月
１

日
生
金
成
美
平
成
1
9年
１
月
2
4日
生

住
所
岐
阜
県
土
岐
市
下
石
町
2
2
3
5番
地
1
7

˜
成
昭
和
4
7年
３
月
2
7日
生

住
所
京
都
市
下
京
区
中
堂
寺
壬
生
川
町
2
9番
地
１

ブ
ラ
ノ
フ
ス
カ
ヤ
・
ロ
デ
ィ
カ
昭
和
4
5年
８
月
９
日

生
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